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都留文科大学

題字　黒部行子
絵　　成瀬洋平（本学卒業生）

都留文科大学地域交流研究センターとは ?
地域交流研究センターでは、地域に根ざし地域と共同した

活動を推進し、つぎのような取り組みをおこないます。

１）地域交流に関するプロジェクトの推進

２）学校の先生方などの教育相談

３）地域のニーズに応えた貢献活動

４）さまざまな地域交流の連携の推進
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１号　2003年５月31日発行

６号　2004年12月22日発行

10号　2006年10月25日発行

２号　2003年11月30日発行

７号　2005年３月24日発行

11号　2007年３月23日発行

３・４合併号　2004年３月24日発行

８号　2005年８月１日発行

12号　2007年10月24日発行

５号　2004年７月28日発行

９号　2006年３月24日発行

13号　2008年３月24日発行

2003年、本学に地域交流研究センターが発足しました。その活動を記録として残し、できる限り多くのかたがたに参加していただきながら交流と共感の輪を広げていこうという目的で作られたのが『地域交流センター通信』です。2003 年 5月に第１号が創刊され
2017年度で 28号を発刊しました。
初代センター長だった今泉吉晴さん（都留文科大学名誉教授）は、創刊号の巻頭で、「地域交流研究センターにかける期待」と題して「私たちは、
大学と地域は交流することでお互いに得るものがある、と考えます。大学も、地域交流によって得るものがこれからの大学になくてはなら
ないもの、と考えたからこそ、センターを発足させたのです。」と述べています。また初代編集長の畑潤さん（都留文科大学名誉教授）は 3・
4合併号の編集後記に「この〈通信〉は、地域交流研究センターの生命というべきものです。その編集をとおして、地域と大学、学生と教職員、
専門諸科学、都留文科大学と全国各地あるいは世界、など多面的な質の交流・共同を生みだしていこうと志しております。」と記しました。
地域交流研究センターが発足して15年が経過しました。その間の取り組みの一つひとつがいかに多くのかたがたに支えられていたかは、『地
域交流センター通信』の目次と 540名にのぼる執筆者名からも見てとれます。
来年度から本学は 2学部 6学科の体制となり、地域交流研究センターの役割はますます大きくなるでしょう。そこで 29号では、『地域交
流センター通信』のこれまでを振り返り、多様な諸実践と思想を受け継ぎ今後を見通す礎となるよう創刊号からの目次と執筆者名の一覧を
整理しました。次年度は新しいかたちで地域との交流をさらに実り多いものにしていくスタートとしたいと思います。　（編集長　北垣憲仁）
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14号　2008年12月10日発行

18号　2010年12月27日発行

22号　2012年11月21日発行
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28号　2017年３月17日発行

絵 ・成瀬洋平（本学卒業生）

題字・黒部行子

裏表紙ロゴ・
　　　清水　亮（本学卒業生）

＊なお、『地域交流センター通信』
のバックナンバーは、本学の
ホームページの「附属機関」
から「地域交流研究センター」
にアクセスしていただければ
全号が閲覧できます。
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01号　　　2003年5月31日発行 総ページ数：16頁

センター長あいさつ
　地域交流研究センターにかける期待 今泉吉晴 　　　2-3
　地域交流研究センターとは何か 森　博俊

　絵：成瀬洋平 　　　4-5

特集：地域交流研究センターの出発
　フィールド・ミュージアム研究プロジェクト

地域は「フィールド・ミュージアム」 北垣憲仁　
写真：小口尚良 　　　6-7

　地域総合学習開発プロジェクト
はじまった、総合的な学習の時間 文・写真：佐藤　隆 　　　8-9

　甲斐の文化活動研究プロジェクト
甲斐を地盤とした文学活動 楠本六男　

写真：ミュージアム都留　　10-11
　地域貢献活動

高等学校と大学の連携
「高等学校と大学の連携のありかたを広くさぐる」 畑　　潤　

絵：成瀬洋平　
写真・感想資料：県立桂高校　　12-13

高校生や大学生はどう感じたか。体験後の感想から   13

　教育相談活動
困難をかかえる子どもと向き合う力に 担当：河村茂雄・田中孝彦・森博俊・粕谷貴志 　 　　14

　「山梨の魅力メッセンジャー」講座
都留を学ぶ・山梨を学ぶ 担当：千葉立也

写真：北垣憲仁 　 　　15
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02号　　2003年11月30日発行　　総ページ数：20頁

巻頭文　〈交流〉あるいは〈ネットワーク〉ということ 金子　博
写真：北垣憲仁 　　　2-3

特集：ムササビの住むキャンパス―フィールド・ミュージアムの夢
　本物との出会いがある プロジェクト担当：今泉吉晴・北垣憲仁 　　　4-5
　感性をきたえる

開花の感動を楽しむ 本田深雪 　　　　6
ムササビ観察で学んだ「本物」と出会う喜び 工藤真純 　　　6-7
散歩こそが究極のフィールド・ミュージアムの楽しみ 今泉吉晴　

写真：北垣憲仁 　　　　7
　地域の知恵に学ぶ

作業道の復活 北垣憲仁 　　　　8
果樹園は出会いの宝庫 北垣憲仁 　　　　8
水掛菜に学ぶ地域の知恵 北垣憲仁 　　　　9
異文化の交流が生み出す新しい味 北垣憲仁 　　　　9

　交流をはぐくむ
野外博物館をつくる夢  小口尚良 　 　　10
地域と深く結びつく博物館をめざして 佐藤　洋 　 　　10
森と人をむすぶために 加藤春樹 　 　　11
総合学習で学ぶ「ドングリと森の小動物の世界」 北垣憲仁 　 　　11
交流が生みだした絵本シリーズ 北垣憲仁 　 　　11
自然との交流を楽しむ 北垣憲仁 　 　　11

　情報を記録し、発信する
編集を通して知った新しい交流のかたち   高橋ちひろ 　 　　12
地域にこそ花開く本当の博物館   今泉吉晴 　 　　13

半期の活動を振り返って
　地域総合学習開発プロジェクト

「総合的な学習の時間」のすすめ   文：佐藤　隆　
写真：佐藤　洋 　 　　14

　甲斐の文化活動研究プロジェクト
「俳句の館・風生庵」落成と「素堂とその系流」展   楠本六男　

写真：北垣憲仁 　 　　15
　高等学校と大学の連携

地元の高校との連携事業進む   文：畑　　潤　
写真：猪俣春彦 　 　　16

　教育相談活動
学校現場の問題をともに考える   文・写真：粕谷貴志 　 　　17

　山梨の魅力メッセンジャー認定講座
地域に根ざして学ぶ   文・写真：千葉立也 　 　　18

トピックス
　盛況だった夏の現職教育講座 文・写真：鶴田清司 　 　　19
　学習チューターの活動始まる 文：森　博俊 　 　　19
　LD・ADHD問題での公開教育講座（全三回）の開催 19
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大下　友香 比較文化学科 3年・比較文

化学科 4年
11・13

太田　藍乃 本学初等教育学科 3年 05
大田　堯 元都留文科大学学長・都留

文科大学元学長・東京大学
名誉教授・日本子供を守る
会名誉会長

06・16・17・
18

太田　真紀 本学初等教育学科 2年・初
等教育学科 2年

16・17

大武　圭介 ホールアース自然学校事業
部コーディネーター

12

大橋　謙策 日本社会事業大学大学院特
任教授、前学長、特定非営
利活動法人日本地域福祉研
究所理事長

19

大平　栄子 本学英文学科職員 20
大町　幸奈 本学初等教育学科 4年 11
大輪　知穂 本学情報センター職員 18
岡田　淳 初等教育学科 3年 13
岡田　直也 上野原西小学校 22
尾形　はづき 比較文化学科 2年 27
岡本　周治 社会学科現代社会専攻 3年 27
荻野　雅之 木楽舎つみ木研究所・山梨

県中央市
09

奥　隆行 都留市在住、郷土史研究会 11
奥田　恵理奈 社会学科1年・社会学科2年、

考古学研究会
10・13

奥田　壮一 富士急行株式会社交通事業部 11
奥平　正純 都留市中央公民館・社会教

育指導員・青少年育成カウ
ンセラー

18

小口　尚良 都留市立谷村第二小学校教
諭・東桂小学校教員・都留
文科大学附属小学校教員

01・02・05・
08・11・14・
24・26・27・
28

奥脇　奈津美 本学英文学科教員 20・22・24

尾崎　万奈 比較文化学科 4年 18
長田　元子 放課後子どもプランコー

ディネーター
22

小野　武彦 都留市民 25
小幡　恵美子 谷村第一小学校教諭 23
小俣　きみ江 都留市市民・上野原小学校

教諭
07

小俣　渓和 社会学科環境コミュニティ
創造専攻 2年

27

小俣　英彦 本学初等教育学科非常勤講師 28
小俣　義一 富士・東部教育事務所地域

教育支援スタッフ主幹
26

織邊　詳子 初等教育学科 4年 21

甲斐　寛斉 本学社会学科 1年 11
郭　燦飛 本学社会学科 4年 07
笠原　十九司 本学比較文化学科教員 09
笠松　浩樹 島根県中山間地域研究セン

ター
16

梶原　斉 勝山中学校教諭 24
梶原　宣仁 笛吹市八代小学校 11
粕谷　貴志 本学非常勤講師 01・02・

0304合併号・
11

且　知奈美 初等教育学科 4年 28
勝俣　武男 東桂中学校校長　現都留文

科大学同窓会会長
0304合併号

加藤　敦子 本学国文学科教員・国際交
流センター副センター長

26

加藤　咲季 社会学科環境コミュニティ
創造専攻 3年

27

加藤　大吾 アースコンシャス・都留市
在住・NPO 法人都留環境
フォーラム理事長 / ピース
ライフワーカー

12・17

加藤　春樹 岐 阜 県 郡 上 八 幡 町 在 住
WildLife Art 雑貨販売店経
営　1993年本学卒業

02（写真）

加藤　春喜 トヨタ白川郷自然學校・イ
ンタープリター

12

加藤　宏明 本学社会学科 3年・本学社
会学科 4年

06・09

加藤　萌香 初等教育学科 2年・初等教
育学科 3年・初等教育学科
4年

26・27・28

加藤　優人 社会学科、環境・コミュニ
ティ創造専攻 3年

17

金子　博 都留文科大学学長 02
神谷　彩 社会学科　環境・コミュニ

ティ創造専攻 3年・社会学
科環境・コミュニティ創造
専攻 4年

17・19

狩野　航 社会学科環境・コミュニティ
創造専攻 4年

20

川上　博行 初等教育学科 4年 17
川口　優佳 初等教育学科 2年 28
川久　保蓉子 大月市立七保小学校 19
川崎　真貴子 比較文化学科 4年 13
川崎　倫 本学比較文化学科卒業生・

地域づくり協力隊
20
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著　者　一　覧

川瀬　咲衣花 大学合唱団学生指揮者・初
等教育学科 3年

28

川波　寿樹 社会学科現代社会専攻 2年 22
川橋　保夫 本学大学院生　臨床教育実

践学専攻
0304合併号

川村　茂雄 本学初等教育学科教員 01・0304合
併号

川村　修央 初等教育学科 3年 26
川村　千恵 下吉田第一小学校教員 09
神戸　絵里子 本学社会学科 3年 06

菊池　信輝 本学社会学科教員・広報委
員会

17

菊池　萌 社会学科現代社会専攻 3年 24
菊田　百花 初等教育学科 2年 28
北垣　憲仁 本学地域交流研究センター

特任准教授・本学特任准教
授・本学特任教授・本学
ＣＯＣ推進機構特任教授・
フィールド・ミュージアム
部門責任者

01・02・
0304合併号・
05・06・07・
08・09・10・
11・12・13・
14・15・16・
17・18・19・
20・21・22・
23・24・25・
26・27・28

北出　雅也 社会学地域社会専攻 22
北原　典夫 見沼たんぼを青少年ととも

に学び楽しむ会　事務局長
16

北村 比較文化学科 3年 21
北村　笑子 本学初等教育学科 4年 10
北山　祥子 比較文化学科 3年 22
君田　和子 本学情報センター 11
木村　実希 本学初等教育学科 4年 10
木村　盛貴 初等教育学科 4年 24
木村　有里 初等教育学科 3年・初等教

育学科 4年
26・27

桐生　実佳 国文学科2年 25

草場　裕 本学初等教育学科 4年 18
楠本　六男 本学国文学科教員 01・02・

0304合併号
工藤　詩織 本学社会学科 2年 07
工藤　真純 本学初等教育学科 3年・本

学初等教育学科研究生
02・08

功刀　美絵 本学初等教育学科卒業生 10
窪田　りさ 社会学科1年 27
倉内　紀子 都留市民 23
黒部　行子 表紙題字 01・02・

0304合併号・
05・06・07・
08・09・10・
11・12・13・
14・15・16・
17・18・19・
20・21・22・
23・24・25・
26・27・28

県立桂高校 01

小石沢　栄子 在宅ケアを支える会世話人 05
小泉　篤広 社会学科現代社会専攻 1年 28
香西　恵 社会学科環境・コミュニティ

創造専攻2年・社会学科環境・
コミュニティ創造専攻 4年

19・23

河野　格 本学比較文化学科 4 年・
都留市地域おこし協力隊、
NPO法人都留環境フォーラム

14・18

肥沼　健一 社会学科 4年・本学社会学
科学生

11・13

小暮　祐介 比較文化学科 2年 07
小黒　明奈 社会学科環境・コミュニティ

創造専攻 3年
20

小坂　文則 本学大学院生　臨床教育学
実践学専攻

0304合併号

越川　優花 比較文化学科 1年 28
小島　花野 国文学科3年 27
後藤　志緒莉 大学院文学研究科国文学専

攻 2年
28

後藤　敬 三吉地区協働のまちづくり
推進会長

15

後藤　由貴子 社会学科1年 13
小橋　哲也 社会学科4年 07
小林　愛奈 本学国文学科 3年・つる子

どもまつり事務局長
06

小林　志げ美 10
小林　高 都留市情報未来創造館館長 05
小林　統也 富士・東部教育事務所地域

教育支援スタッフ主幹
25

小林　文子 都留文科大学国際交流室専
門員

07

込堂　さくら 初等教育学科 4年 22
小宮　正廣 都留市在住、村松新聞店勤

務、『街かど情報 TSURU』
編集担当

09・13

菰田　翔子 都留文科大学社会学科環境・
コミュニティ創造専攻 2年

20・21

近　知夏 社会学科 2年 18
近藤　直司 都留児童相談所・所長 20
近藤　成将 社会学科　環境・コミュニ

ティ創造専攻 3年
17

近藤　幹雄 本学名誉教授 24
今野　舜 社会学科現代社会専攻 2年 23
権守　達也 本学社会学科 1年 09

斉木 社会学科現在社会専攻 3年 21
三枝　泰子 都留市立旭小学校校長 22
佐伯　奈津子 本学兼任講師・都留文科大

学　非常勤講師・本学非常
勤講師

16・18・21・
23

榊間 国文学科 4年 21
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小橋　哲也 社会学科4年 07
小林　愛奈 本学国文学科 3年・つる子

どもまつり事務局長
06

小林　志げ美 10
小林　高 都留市情報未来創造館館長 05
小林　統也 富士・東部教育事務所地域

教育支援スタッフ主幹
25

小林　文子 都留文科大学国際交流室専
門員

07

込堂　さくら 初等教育学科 4年 22
小宮　正廣 都留市在住、村松新聞店勤

務、『街かど情報 TSURU』
編集担当

09・13

菰田　翔子 都留文科大学社会学科環境・
コミュニティ創造専攻 2年

20・21

近　知夏 社会学科 2年 18
近藤　直司 都留児童相談所・所長 20
近藤　成将 社会学科　環境・コミュニ

ティ創造専攻 3年
17

近藤　幹雄 本学名誉教授 24
今野　舜 社会学科現代社会専攻 2年 23
権守　達也 本学社会学科 1年 09

斉木 社会学科現在社会専攻 3年 21
三枝　泰子 都留市立旭小学校校長 22
佐伯　奈津子 本学兼任講師・都留文科大

学　非常勤講師・本学非常
勤講師

16・18・21・
23

榊間 国文学科 4年 21

氏　名 所　　　属 掲載号 氏　名 所　　　属 掲載号
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著　者　一　覧

榊山　潤 比較文化学科 4年 19
坂口　隆子 本学社会学科 3年 06
坂田　有紀子 本学初等教育学科教員・初

等教育学科教員・環境ＥＳ
Ｄプログラム運営委員会委
員長

09・11・13・
14・16・17・
21・22・23・
26

坂巻　洋一 本学初等教育学科教員 20
﨑田　史浩 社会学科環境・コミュニティ

創造専攻 2年・社会学科環
境・コミュニティ創造専攻
3年・社会学科環境・コミュ
ニティ創造専攻 4年・本学
卒業生

19・21・22・
23・24

桜井　明子 本学比較文化学科 1 年・社
会学科 3年・本学社会学科 4
年・社会学地域社会研究専攻
1年・社会学科大学院 2年

09・13・14・
16・18

櫻井　拓巳 環境・コミュニティ創造専
攻 1年

15

櫻井　将人 初等教育学科 4年 21
佐々木　新樹 初等教育学科 4年 28
佐々木　大祐 社会学科現代社会専攻 3年 20
佐々木　寛章 本学社会学科 4年 09
笹木　優衣 初等教育学科 4年 27
佐々木　裕子 岡部工業所・大月市 09
佐藤　和馬 初等教育学科 4年 21
佐藤　久美子 モダンリビング編集部 22
佐藤　隆 本学初等教育学科教員・初

等教育学科教員・都留文科
大学教職員組合委員長

01・02・
0304合併号・
06・10・13・
14・17・22

佐藤　琢磨 社会学科環境コミュニティ
創造専攻 1年

28

佐藤　親雄 山中湖村立東小学校校長 24
佐藤　菜穂子 社会学科4年 08
佐藤　洋 宝のやまネイチャーセン

ター学芸員・ネイチャセン
ター学芸員

02・0304合
併号・08

佐藤　真紀子 本学大学院生＝臨床教育実
践学専攻

11

佐藤　光雄 都留文科大学附属小学校教諭 21
佐藤　保成 東部授産園「みとおし」職員 11・19
佐藤　結生 社会学科環境・コミュニティ

創造専攻 2年
19

佐藤　優海 図工・美術教室立体ゼミ 3年 25
佐藤　理恵 本学職員 26・27
佐野　兼央 都留高等学校 1年 25
澤田　洋一 平成18年　第11回市民第九

演奏会実行委員長・市民第
九演奏会実行委員会、実行
委員長

11・15

重冨　恵子 比較文化学科教員 18
重原　達也 都留文科大学学生課長 13
重本　香純 社会学科環境・コミュニティ

創造専攻 4年
23

品田　笑子 本学地域交流研究センター
特任教授・本学ＣＯＣ推進
機構特任教授・地域教育相
談室担当・地域交流研究セ
ンター特任教授

18・26・27・
28

篠原　円香 初等教育学科 2年・初等教
育学科 3年

24・26

篠原　みさと 本学初等教育学科 3年 11
柴田　富士雄 社会学科現代社会専攻 3年 28
澁谷　咲 英文学科 3年 20
渋谷　正博 川崎市立小倉小学校教諭 14
嶋田　鋭二 都留文科大学名誉教授 07
島田　和宜 本学社会学科環境・コミュ

ニティ創造専攻 3年
16

島田　由美子 NPO法人見沼ファーム 21
理事長、埼玉県さいたま市
在住

16

清水　絹代 つるまちづくりネットワー
ク、栄養士

07

清水　政雄 都留市農業委員会会長 08
清水　雅彦 本学初等教育学科教員・大

学合唱団顧問・指揮者・常
任指揮者

09・21・24・
28

清水　万里子 初等教育学科 4年 27
清水　亮 本学比較文化学科卒業生 01・05・06
志村　阿希奈 初等教育学科 4年 14
志村　恵子 「あすなろの会」東部授産園

「みとおし」施設長・東部授
産園「みとおし」園長

09・15

志村　潤子 都留市宝小学校教員 26
志村　武寛 都留市立東桂中学校 PTA会長 15
志村　達男 都留市教育研修センター教

育相談員
22

志村　智子 放課後子どもプランコー
ディネーター

28

志村　夏樹 地域交流研究センター職員 18
志茂　龍太 社会学科2年 08
下平　佳樹 本学社会学科現代社会専攻 3

年・社会学科現代社会専攻 4年
16・19

庄井　良信 北海道教育大学大学院教員 0304合併号
（写真）・10

白戸　渓子 本学比較文化学科 4年 14
申　玄祉 初等教育学科 4年 28
進藤　兵 本学社会学科教員 25
進藤　浩伸 東京大学教育学部 20

杉田　さえ子 社会福祉協議会職員　ファ
ミリー・サポート・センター
アドバイザー

25

杉田　規子 都留市中央公民館 25
杉田　義司・利枝
夫妻

都留市十日市場「いつくし
みハイツ、慈寮」

07

杉本　清 都留市役所産業建設部産業
観光課・農業委員会事務局・
都留市役所市民生活課

08・14

杉本　賢二 富士吉田市立吉田中学校研
究主任・道志村立道志中学
校教諭・研究主任

13・22

杉本　光司 本学教員・情報センター・本
学情報センター教員・地域交
流研究センターセンター長・
「地域交流研究Ⅲ」担当・地
域交流研究センター長

13・15・16・
17・18・19・
21・22・25・
26・27

杉山　圭 初等教育学科 2年・初等教
育学科 4年

24・27

氏　名 所　　　属 掲載号 氏　名 所　　　属 掲載号

著　者　一　覧

榊山　潤 比較文化学科 4年 19
坂口　隆子 本学社会学科 3年 06
坂田　有紀子 本学初等教育学科教員・初

等教育学科教員・環境ＥＳ
Ｄプログラム運営委員会委
員長

09・11・13・
14・16・17・
21・22・23・
26

坂巻　洋一 本学初等教育学科教員 20
﨑田　史浩 社会学科環境・コミュニティ

創造専攻 2年・社会学科環
境・コミュニティ創造専攻
3年・社会学科環境・コミュ
ニティ創造専攻 4年・本学
卒業生

19・21・22・
23・24

桜井　明子 本学比較文化学科 1 年・社
会学科 3年・本学社会学科 4
年・社会学地域社会研究専攻
1年・社会学科大学院 2年

09・13・14・
16・18

櫻井　拓巳 環境・コミュニティ創造専
攻 1年

15

櫻井　将人 初等教育学科 4年 21
佐々木　新樹 初等教育学科 4年 28
佐々木　大祐 社会学科現代社会専攻 3年 20
佐々木　寛章 本学社会学科 4年 09
笹木　優衣 初等教育学科 4年 27
佐々木　裕子 岡部工業所・大月市 09
佐藤　和馬 初等教育学科 4年 21
佐藤　久美子 モダンリビング編集部 22
佐藤　隆 本学初等教育学科教員・初

等教育学科教員・都留文科
大学教職員組合委員長

01・02・
0304合併号・
06・10・13・
14・17・22

佐藤　琢磨 社会学科環境コミュニティ
創造専攻 1年

28

佐藤　親雄 山中湖村立東小学校校長 24
佐藤　菜穂子 社会学科4年 08
佐藤　洋 宝のやまネイチャーセン

ター学芸員・ネイチャセン
ター学芸員

02・0304合
併号・08

佐藤　真紀子 本学大学院生＝臨床教育実
践学専攻

11

佐藤　光雄 都留文科大学附属小学校教諭 21
佐藤　保成 東部授産園「みとおし」職員 11・19
佐藤　結生 社会学科環境・コミュニティ

創造専攻 2年
19

佐藤　優海 図工・美術教室立体ゼミ 3年 25
佐藤　理恵 本学職員 26・27
佐野　兼央 都留高等学校 1年 25
澤田　洋一 平成18年　第11回市民第九

演奏会実行委員長・市民第
九演奏会実行委員会、実行
委員長

11・15

重冨　恵子 比較文化学科教員 18
重原　達也 都留文科大学学生課長 13
重本　香純 社会学科環境・コミュニティ

創造専攻 4年
23

品田　笑子 本学地域交流研究センター
特任教授・本学ＣＯＣ推進
機構特任教授・地域教育相
談室担当・地域交流研究セ
ンター特任教授

18・26・27・
28

篠原　円香 初等教育学科 2年・初等教
育学科 3年

24・26

篠原　みさと 本学初等教育学科 3年 11
柴田　富士雄 社会学科現代社会専攻 3年 28
澁谷　咲 英文学科 3年 20
渋谷　正博 川崎市立小倉小学校教諭 14
嶋田　鋭二 都留文科大学名誉教授 07
島田　和宜 本学社会学科環境・コミュ

ニティ創造専攻 3年
16

島田　由美子 NPO法人見沼ファーム 21
理事長、埼玉県さいたま市
在住

16

清水　絹代 つるまちづくりネットワー
ク、栄養士

07

清水　政雄 都留市農業委員会会長 08
清水　雅彦 本学初等教育学科教員・大

学合唱団顧問・指揮者・常
任指揮者

09・21・24・
28

清水　万里子 初等教育学科 4年 27
清水　亮 本学比較文化学科卒業生 01・05・06
志村　阿希奈 初等教育学科 4年 14
志村　恵子 「あすなろの会」東部授産園

「みとおし」施設長・東部授
産園「みとおし」園長

09・15

志村　潤子 都留市宝小学校教員 26
志村　武寛 都留市立東桂中学校 PTA会長 15
志村　達男 都留市教育研修センター教

育相談員
22

志村　智子 放課後子どもプランコー
ディネーター

28

志村　夏樹 地域交流研究センター職員 18
志茂　龍太 社会学科2年 08
下平　佳樹 本学社会学科現代社会専攻 3

年・社会学科現代社会専攻 4年
16・19

庄井　良信 北海道教育大学大学院教員 0304合併号
（写真）・10

白戸　渓子 本学比較文化学科 4年 14
申　玄祉 初等教育学科 4年 28
進藤　兵 本学社会学科教員 25
進藤　浩伸 東京大学教育学部 20

杉田　さえ子 社会福祉協議会職員　ファ
ミリー・サポート・センター
アドバイザー

25

杉田　規子 都留市中央公民館 25
杉田　義司・利枝
夫妻

都留市十日市場「いつくし
みハイツ、慈寮」

07

杉本　清 都留市役所産業建設部産業
観光課・農業委員会事務局・
都留市役所市民生活課

08・14

杉本　賢二 富士吉田市立吉田中学校研
究主任・道志村立道志中学
校教諭・研究主任

13・22

杉本　光司 本学教員・情報センター・本
学情報センター教員・地域交
流研究センターセンター長・
「地域交流研究Ⅲ」担当・地
域交流研究センター長

13・15・16・
17・18・19・
21・22・25・
26・27

杉山　圭 初等教育学科 2年・初等教
育学科 4年

24・27
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著　者　一　覧

杉山　実穂 初等教育学科 4年 21
杉山　由貴乃 本学国文学科 4年 16
鈴木　彩子 高校非常勤講師 16
鈴木　慎一 日本福祉大学教員 13
鈴木　大輔 初等教育学科 2年 28
鈴木　丈志 本学社会学科環境・コミュ

ニティ創造専攻 3年
16

鈴木　紀子 本学社会学科 1年 15
鈴木　陽花 初等教育学科 3年 22・23
鈴木　舞子 本学国文学科 3年、都留文

科大学管弦楽団
15

鈴木　正子 都留市在住 09
鈴木　正博 「馬場小室山遺跡に学ぶ市民

フォーラム」
16

須田　英一 法政大学現代福祉学部兼任
講師

26

砂田　真宏 本学初等教育学科 1年・初
等教育学科 4年

16・23

せ
関　ひな子 都留文科大学女子ソフト

ボール同好会主将
14

関口　幸恵 都留詩友会 10
芹澤　操香 社会学科1年 13
そうじ隊参加学生 20
相馬　佑香 東京都市大学平成 25年度卒

業生
26

曾根　完樹 山中湖村立山中小学校教諭 22
園田　一二 学生課長 0304合併号

平和　香子 本学初等教育学科教員 26・27・28
高田　研 本学社会学科教員・本学社

会学科環境・コミュニティ
創造専攻教員

12・15・20・
24

高野　祐一 大学院 22
髙橋　孝明 初等教育学科 4年 21
高橋　ちひろ 本学社会学科 3年 02
高橋　望 国文学科 3年 18
高橋　未瑠来 社会学科現代社会専攻 3年 28
高部　剛 0304合併号

（写真）
高松　祐介 本学研究科臨床教育実践専攻 14
高村　直暉 初等教育学科 2年 26
高柳　周子 本学初等教育学科 4年 15
高山　竜一 本学財務・会計担当 20
滝口　峯子 本学国際交流センター留学・

国際交流室
26

武居　秀樹 本学社会学科教員 08
竹内　華純 本学大学院社会学地域社会

研究専攻 2年
15

竹川　貴裕 初等教育学科 3年 28
竹田　和海 社会学科環境・コミュニティ

創造専攻 3年
23

武田　ふみ子 放課後子どもプランコー
ディネーター

28

武田　美月 社会学科環境コミュニティ
創造専攻 3年

27

立川　博 山梨県富士・東部教育事務
所地域教育支援スタッフ主
幹・地域教育支援スタッフ

21・23

舘山　拓人 本学初等教育学科図工・美
術教室特任准教授

22・25・26

田中　克己 富士・東部教育事務所　地
域教育支援担当

13

田中　孝彦 本学教員　教育思想・臨床
教育学・本学初等教育学科
教員

01・0304合
併号・10・17

田中　夏子 本学教員・本学社会学科教
員・編集部・副編集長・本
学社会学科環境・コミュニ
ティ創造専攻教員

09・10・11・
15・16・17・
18・19・20・
21・22・23

田中　治夫 有限会社「ファイブ・スリー」 08
田中　美佐緒 放課後子どもプランコー

ディネーター
28

田中　三義 市民・子どもまつり歴 8年 10
田辺　愛子 本学社会学科 3年、吹奏楽部 16
棚本　安男 山梨郷土研究会理事、都留

市在住、都留市立図書館協
力委員会委員長

09

谷田　花織 社会学科3年 26
玉木　清野 国文学科1年 08
田村　慎 朝日新聞東京本社事業本部

文化事業部
17

田村　弥咲 初等教育学科 3年 28
他力　桃子 国文学科2年 20

千葉　歩 環境・コミュニティ創造専
攻 1年

15

千葉　立也 本学社会学科教員 01・02・05
千葉　真希 比較文化学科 4年 19

塚原　成幸 本学大学院臨床教育実践学
専攻、日本クリニクラウン
協会事務局兼芸術監督、臨
床道化師

15

塚原　由佳 本学国文学科 2年 19
塚本　真央 初等教育学科 4年 24
柘植　大在門 初等教育学科 1年 25
津田　櫓冬 画家、「日本子どもの本研究

会」副会長
14

土屋　愛 本学初等教育学科 3年 14
土屋　浩之 山梨県立北杜高等学校「総

合的な学習の時間」担当
22

筒井　潤子 本学初等教育学科教員 10・14・17・
20

堤　英俊 本学初等教育学科教員 26・27
都留市立図書館 27
鶴田　清司 本学初等教育学科教員・本

学広報委員長
02・15・22・
26・27・28

氏　名 所　　　属 掲載号 氏　名 所　　　属 掲載号

著　者　一　覧

杉山　実穂 初等教育学科 4年 21
杉山　由貴乃 本学国文学科 4年 16
鈴木　彩子 高校非常勤講師 16
鈴木　慎一 日本福祉大学教員 13
鈴木　大輔 初等教育学科 2年 28
鈴木　丈志 本学社会学科環境・コミュ

ニティ創造専攻 3年
16

鈴木　紀子 本学社会学科 1年 15
鈴木　陽花 初等教育学科 3年 22・23
鈴木　舞子 本学国文学科 3年、都留文

科大学管弦楽団
15

鈴木　正子 都留市在住 09
鈴木　正博 「馬場小室山遺跡に学ぶ市民

フォーラム」
16

須田　英一 法政大学現代福祉学部兼任
講師

26

砂田　真宏 本学初等教育学科 1年・初
等教育学科 4年

16・23

せせ
関　ひな子 都留文科大学女子ソフト

ボール同好会主将
14

関口　幸恵 都留詩友会 10
芹澤　操香 社会学科1年 13
そうじ隊参加学生 20
相馬　佑香 東京都市大学平成 25年度卒

業生
26

曾根　完樹 山中湖村立山中小学校教諭 22
園田　一二 学生課長 0304合併号

平和　香子 本学初等教育学科教員 26・27・28
高田　研 本学社会学科教員・本学社

会学科環境・コミュニティ
創造専攻教員

12・15・20・
24

高野　祐一 大学院 22
髙橋　孝明 初等教育学科 4年 21
高橋　ちひろ 本学社会学科 3年 02
高橋　望 国文学科 3年 18
高橋　未瑠来 社会学科現代社会専攻 3年 28
高部　剛 0304合併号

（写真）
高松　祐介 本学研究科臨床教育実践専攻 14
高村　直暉 初等教育学科 2年 26
高柳　周子 本学初等教育学科 4年 15
高山　竜一 本学財務・会計担当 20
滝口　峯子 本学国際交流センター留学・

国際交流室
26

武居　秀樹 本学社会学科教員 08
竹内　華純 本学大学院社会学地域社会

研究専攻 2年
15

竹川　貴裕 初等教育学科 3年 28
竹田　和海 社会学科環境・コミュニティ

創造専攻 3年
23

武田　ふみ子 放課後子どもプランコー
ディネーター

28

武田　美月 社会学科環境コミュニティ
創造専攻 3年

27

立川　博 山梨県富士・東部教育事務
所地域教育支援スタッフ主
幹・地域教育支援スタッフ

21・23

舘山　拓人 本学初等教育学科図工・美
術教室特任准教授

22・25・26

田中　克己 富士・東部教育事務所　地
域教育支援担当

13

田中　孝彦 本学教員　教育思想・臨床
教育学・本学初等教育学科
教員

01・0304合
併号・10・17

田中　夏子 本学教員・本学社会学科教
員・編集部・副編集長・本
学社会学科環境・コミュニ
ティ創造専攻教員

09・10・11・
15・16・17・
18・19・20・
21・22・23

田中　治夫 有限会社「ファイブ・スリー」 08
田中　美佐緒 放課後子どもプランコー

ディネーター
28

田中　三義 市民・子どもまつり歴 8年 10
田辺　愛子 本学社会学科 3年、吹奏楽部 16
棚本　安男 山梨郷土研究会理事、都留

市在住、都留市立図書館協
力委員会委員長

09

谷田　花織 社会学科3年 26
玉木　清野 国文学科1年 08
田村　慎 朝日新聞東京本社事業本部

文化事業部
17

田村　弥咲 初等教育学科 3年 28
他力　桃子 国文学科2年 20

千葉　歩 環境・コミュニティ創造専
攻 1年

15

千葉　立也 本学社会学科教員 01・02・05
千葉　真希 比較文化学科 4年 19

塚原　成幸 本学大学院臨床教育実践学
専攻、日本クリニクラウン
協会事務局兼芸術監督、臨
床道化師

15

塚原　由佳 本学国文学科 2年 19
塚本　真央 初等教育学科 4年 24
柘植　大在門 初等教育学科 1年 25
津田　櫓冬 画家、「日本子どもの本研究

会」副会長
14

土屋　愛 本学初等教育学科 3年 14
土屋　浩之 山梨県立北杜高等学校「総

合的な学習の時間」担当
22

筒井　潤子 本学初等教育学科教員 10・14・17・
20

堤　英俊 本学初等教育学科教員 26・27
都留市立図書館 27
鶴田　清司 本学初等教育学科教員・本

学広報委員長
02・15・22・
26・27・28

氏　名 所　　　属 掲載号 氏　名 所　　　属 掲載号

40



著　者　一　覧

出倉　裕一 本学大学院社会学地域社会
研究専攻

08

手代　木僚 埼玉大学教育学部学校教育
教員養成課程社会専修 1年

18

寺川　宏之 本学初等教育学科教員 24

遠山　佳代子 道志小学校教諭 26
徳永　佳世 本学比較文化学科 4年 09
富田　尚也 比較文化学科 3年 10
富山　克彦 都留市教育長 10
戸村　麻衣子 東桂保育園保育士 10
豊川　紗衣子 国文学科1年 08
鳥居　明雄 本学比較文化学科教員 07
鳥原　正敏 本学初等教育学科教員・

「キャンパスにリスをよぶ
会」会長、フィールド・ミュー
ジアム部門担当・初等教育
学科美術教室教員・本学地
域交流研究センター長

18・19・24・
25・26・27・
28

内藤　恭義 都留市郷土研究会会長 22
中井　均 本学初等教育学科教授 21
長尾　泉 初等教育学科 2年・初等教

育学科 3年
27・28

中川　佳子 本学初等教育学科教員 28
中込　綾 社会学科 1年 10
中込　一雄 都留文科大学附属小学校　

校長
19・21・22

中込　晴香 都留文科大学社会学科環境・
コミュニティ創造専攻 3年

21

中込　百合 本学研究生 0304合併号
中里　真琴 国文学科1年 25
中澤　弘樹 南アルプス市在住 15
中嶌　拓哉 社会学科環境・コミュニティ

創造専攻 2年・都留文科大
学社会学科環境・コミュニ
ティ創造専攻 3年

19・21

永田　咲 初等教育学科 3年・初等教
育学科 4年

26・27

中田　匡彦 初等教育学科 2年 26
長沼　千鶴 初等教育学科 4年 13
中原　智弘 本学社会学科 2年 15
中村　恵子 東桂中学校、養護教諭 06
中村　伸也 本学社会学科 3年 05
中村　拓郎 本学社会学科 3年・児童文

化研究部
06

中村　操 バンカム都留店主 08
生井　弘明 「人が育つことサークル」、

埼玉県草加市在住
16

滑川　未来 国文学科3年 28
奈良　健三 ミュージアム都留学芸員 11
奈良　泰史 都留市役所政策形成課 10

成瀬　洋平 本学社会学科学生・本学比
較文化学科大学院生・本学
比較文化学科大学院２年・
本学比較文化学科卒業生・
本学比較文化学科大学院卒
業生・本学卒業生

01・05・06・
07・08・09・
10・11・13・
14・15・16・
17・18・19・
20・21・22・
23・24・25・
26・27・28

南條　新 初等教育学科 2年・初等教
育学科 3年

27・28

新津　利子 都留市在住 15
新沼　由梨 本学初等教育学科 4年 10
西　教生 本学社会学科 4年生・社会

学科大学院 2年・環境教育
GP研究員・現代GP特別研
究員・「地域交流研究Ⅱ」担
当、本学非常勤講師

0304合併号・
09・13・14・
16・17・20・
21・23・24・
25・26・27・
28

西丸　尭宏 本学社会学科環境・コミュ
ニティ創造専攻 3年・社会
学科環境・コミュニティ創
造専攻 4年・本学社会学科
環境・コミュニティ創造専
攻卒業生

16・18・19・
23

西室　和美 初等教育学科 4年 26
西本　勝美 本学初等教育学科教員、地

域交流研究センター長
06・08・12・
14・15・21・
23・24・26・
27・28

新田　敏子 都留文科大学附属小学校 4
年教諭

26

二部　奈々緒 大月市在住 15

布山　浩司 本学初等教育学科特任准教授 27

根木　直子 本学比較文化学科 4年 10

野口　哲也 本学国文学科教員 28
野崎　陽子 社会学科環境・コミュニティ

創造専攻 4年
21

野武　紀之 都留青年会議所役員 09

萩原　好一 韮崎高校教諭 24
長谷　美奈 地域おこし協力隊 /「カフェ　

かたつむり」運営
19

長谷川　涼香 国文学科3年 13
長谷川　望 本学初等教育学科卒業、静

岡県富士宮市立原田小学校
教諭・初教卒　富士市立原
田小学校教諭・富士自然観
察の会運営委員

13・17

氏　名 所　　　属 掲載号 氏　名 所　　　属 掲載号

著　者　一　覧

出倉　裕一 本学大学院社会学地域社会
研究専攻

08

手代　木僚 埼玉大学教育学部学校教育
教員養成課程社会専修 1年

18

寺川　宏之 本学初等教育学科教員 24

遠山　佳代子 道志小学校教諭 26
徳永　佳世 本学比較文化学科 4年 09
富田　尚也 比較文化学科 3年 10
富山　克彦 都留市教育長 10
戸村　麻衣子 東桂保育園保育士 10
豊川　紗衣子 国文学科1年 08
鳥居　明雄 本学比較文化学科教員 07
鳥原　正敏 本学初等教育学科教員・

「キャンパスにリスをよぶ
会」会長、フィールド・ミュー
ジアム部門担当・初等教育
学科美術教室教員・本学地
域交流研究センター長

18・19・24・
25・26・27・
28

内藤　恭義 都留市郷土研究会会長 22
中井　均 本学初等教育学科教授 21
長尾　泉 初等教育学科 2年・初等教

育学科 3年
27・28

中川　佳子 本学初等教育学科教員 28
中込　綾 社会学科 1年 10
中込　一雄 都留文科大学附属小学校　

校長
19・21・22

中込　晴香 都留文科大学社会学科環境・
コミュニティ創造専攻 3年

21

中込　百合 本学研究生 0304合併号
中里　真琴 国文学科1年 25
中澤　弘樹 南アルプス市在住 15
中嶌　拓哉 社会学科環境・コミュニティ

創造専攻 2年・都留文科大
学社会学科環境・コミュニ
ティ創造専攻 3年

19・21

永田　咲 初等教育学科 3年・初等教
育学科 4年

26・27

中田　匡彦 初等教育学科 2年 26
長沼　千鶴 初等教育学科 4年 13
中原　智弘 本学社会学科 2年 15
中村　恵子 東桂中学校、養護教諭 06
中村　伸也 本学社会学科 3年 05
中村　拓郎 本学社会学科 3年・児童文

化研究部
06

中村　操 バンカム都留店主 08
生井　弘明 「人が育つことサークル」、

埼玉県草加市在住
16

滑川　未来 国文学科3年 28
奈良　健三 ミュージアム都留学芸員 11
奈良　泰史 都留市役所政策形成課 10

成瀬　洋平 本学社会学科学生・本学比
較文化学科大学院生・本学
比較文化学科大学院２年・
本学比較文化学科卒業生・
本学比較文化学科大学院卒
業生・本学卒業生

01・05・06・
07・08・09・
10・11・13・
14・15・16・
17・18・19・
20・21・22・
23・24・25・
26・27・28

南條　新 初等教育学科 2年・初等教
育学科 3年

27・28

新津　利子 都留市在住 15
新沼　由梨 本学初等教育学科 4年 10
西　教生 本学社会学科 4年生・社会

学科大学院 2年・環境教育
GP研究員・現代GP特別研
究員・「地域交流研究Ⅱ」担
当、本学非常勤講師

0304合併号・
09・13・14・
16・17・20・
21・23・24・
25・26・27・
28

西丸　尭宏 本学社会学科環境・コミュ
ニティ創造専攻 3年・社会
学科環境・コミュニティ創
造専攻 4年・本学社会学科
環境・コミュニティ創造専
攻卒業生

16・18・19・
23

西室　和美 初等教育学科 4年 26
西本　勝美 本学初等教育学科教員、地

域交流研究センター長
06・08・12・
14・15・21・
23・24・26・
27・28

新田　敏子 都留文科大学附属小学校 4
年教諭

26

二部　奈々緒 大月市在住 15

布山　浩司 本学初等教育学科特任准教授 27

根木　直子 本学比較文化学科 4年 10

野口　哲也 本学国文学科教員 28
野崎　陽子 社会学科環境・コミュニティ

創造専攻 4年
21

野武　紀之 都留青年会議所役員 09

萩原　好一 韮崎高校教諭 24
長谷　美奈 地域おこし協力隊 /「カフェ　

かたつむり」運営
19

長谷川　涼香 国文学科3年 13
長谷川　望 本学初等教育学科卒業、静

岡県富士宮市立原田小学校
教諭・初教卒　富士市立原
田小学校教諭・富士自然観
察の会運営委員

13・17

氏　名 所　　　属 掲載号 氏　名 所　　　属 掲載号
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著　者　一　覧

長谷川　緑 初等教育学科 4年 18
長谷川　南 社会学科環境・コミュニティ

創造専攻 3年
19

畑　潤 本学社会学科教員・編集長・
本学名誉教授、本誌初代編
集長

01・02・
0304合併号・
06・10・13・
14・17・
225・6・7・8・
9・10・11・
13・14・15・
16・17・18・
19・20・21・
22・23・24・
25・26

畠田　真奈 社会学科4年 05
畑山　ちえ 比較文化学科 4年 23
八巻　凌 初等教育学科 2年 28
八田　美咲 初等教育学科 2年 28
服部　真紀 社会学科3年 26
花山　泰裕 初等教育学科 3 年・つる子

どもまつり実行委員会事務局
25

羽野　幸 本学社会学科 3年・本学社
会学科 4年

06・09

母親 都留市在住・軽度発達障害
のお子さん

09

浜田　悠次 本学初等教育学科 3年・つ
る子どもまつり事務局

12

早坂　駿吾 図工・美術教室立体ゼミ 4年 25
林　公則 本学社会学科非常勤講師 23
原　大貴 社会学科環境・コミュニティ

創造専攻 2年
22

原田　裕太 都留文科大学附属小学校教
員・都留文科大学附属小学
校第 4学年担任

22・24

坂東　英代 環境教育インタープリター、
静岡県富士宮市

13

坂東　誠 環境カウンセラー、静岡県
富士宮市

13

東桂中学校 0304合併号
（写真）

日向　良和 本学図書館司書・本学情報
センター教員

05・21・22・
24

平井　和也 翻訳者　市内在住 19
平井　幸成 青少年育成都留市民会議会長 26
平岡　摩梨菜 社会学科現代社会専攻 1年 28
平林　祐子 本学社会学科環境・コミュ

ニティ創造専攻教員
21

廣井　良徳 本学社会学科 06
広瀬　誠 環境・コミュニティ創造専

攻 1年
15

深澤　麻夕 比較文化学科 4年 08
福島　万紀 本学社会学科環境コミュニ

ティ創造専攻教員
27・28

福永　美奈 都留文科大学大学院　臨床
教育実践学専攻

06

福元　明梨 国文学科2年 27
藤本　恵 本学初等教育学科教員 11

藤森　明日香 初等教育学科 4年 26
藤森　春奈 英文学科4年 26
藤森　美紀 社会学科現代社会専攻 4年 23
藤原　優紀 社会学科環境・コミュニティ

創造専攻 4年
22

舟田　早帆 社会学科環境コミュニティ
創造専攻 2年

26

古川　峰央 2008年度卒業生 23
古川　裕佳 本学国文学科教員 27
古屋　知美 都留市立図書館司書 24・28
古屋　光昭 山梨県富士・東部教育事務所

地域教育支援スタッフ主幹
11

分田　順子 本学比較文化学科教員 05・08

別宮　有紀子 本学初等教育学科教員 27
別符　沙都樹 国文学科1年・国文学科2年・

国文学科 3年
23・24・26

堀　綾乃 本学初等教育学科 3年 14
堀内　さやか 社会学科1年 10
堀内　美紀子 忍野小学校 20
堀江　祐香 本学初等教育学科 3年 14
袰岩　亜紀 本学職員 28
本田　深雪 本学社会学科 3年・本学社

会学科 4年
02・07

本田　祐士 本学職員 24・25
本間　由未子 本学初等教育学科 4年 14

前川　保 社会学科　環境・コミュニ
ティ創造専攻 3年

17

前川　未来 英文学科3年 24
前澤　志依 国文学科1年・国文学科3年・

国文学科 4年
18・23・24・
25

前田　昭彦 本学社会学科教員 05・15
前田　佳南美 本学初等教育学科 3年 14
前田　恵子 本学初等教育学科 3年・本

学研究生
08・09・13

前原　融 本学社会学科環境・コミュ
ニティ創造専攻 3年

16

牧田　秀昭 福井市至民中学校教諭、福井
大学教職大学院客員准教授

15

益子　邦子 都留市在住 14
増永　弦 京都府の小学 5年生 14
松岡　勇気 本学初等教育学科 2年 16
松島　瞳 初等教育学科 3年 27
松土　清 本学英文学科特任教授 25
松野　公紀 社会学科現代社会専攻 2年 17
松本　孝巳 都留文科大学生活協同組合・

「下宿問題」小委員会担当理事
07

氏　名 所　　　属 掲載号 氏　名 所　　　属 掲載号

著　者　一　覧

長谷川　緑 初等教育学科 4年 18
長谷川　南 社会学科環境・コミュニティ

創造専攻 3年
19

畑　潤 本学社会学科教員・編集長・
本学名誉教授、本誌初代編
集長

01・02・
0304合併号・
06・10・13・
14・17・
225・6・7・8・
9・10・11・
13・14・15・
16・17・18・
19・20・21・
22・23・24・
25・26

畠田　真奈 社会学科4年 05
畑山　ちえ 比較文化学科 4年 23
八巻　凌 初等教育学科 2年 28
八田　美咲 初等教育学科 2年 28
服部　真紀 社会学科3年 26
花山　泰裕 初等教育学科 3 年・つる子

どもまつり実行委員会事務局
25

羽野　幸 本学社会学科 3年・本学社
会学科 4年

06・09

母親 都留市在住・軽度発達障害
のお子さん

09

浜田　悠次 本学初等教育学科 3年・つ
る子どもまつり事務局

12

早坂　駿吾 図工・美術教室立体ゼミ 4年 25
林　公則 本学社会学科非常勤講師 23
原　大貴 社会学科環境・コミュニティ

創造専攻 2年
22

原田　裕太 都留文科大学附属小学校教
員・都留文科大学附属小学
校第 4学年担任

22・24

坂東　英代 環境教育インタープリター、
静岡県富士宮市

13

坂東　誠 環境カウンセラー、静岡県
富士宮市

13

東桂中学校 0304合併号
（写真）

日向　良和 本学図書館司書・本学情報
センター教員

05・21・22・
24

平井　和也 翻訳者　市内在住 19
平井　幸成 青少年育成都留市民会議会長 26
平岡　摩梨菜 社会学科現代社会専攻 1年 28
平林　祐子 本学社会学科環境・コミュ

ニティ創造専攻教員
21

廣井　良徳 本学社会学科 06
広瀬　誠 環境・コミュニティ創造専

攻 1年
15

深澤　麻夕 比較文化学科 4年 08
福島　万紀 本学社会学科環境コミュニ

ティ創造専攻教員
27・28

福永　美奈 都留文科大学大学院　臨床
教育実践学専攻

06

福元　明梨 国文学科2年 27
藤本　恵 本学初等教育学科教員 11

藤森　明日香 初等教育学科 4年 26
藤森　春奈 英文学科4年 26
藤森　美紀 社会学科現代社会専攻 4年 23
藤原　優紀 社会学科環境・コミュニティ

創造専攻 4年
22

舟田　早帆 社会学科環境コミュニティ
創造専攻 2年

26

古川　峰央 2008年度卒業生 23
古川　裕佳 本学国文学科教員 27
古屋　知美 都留市立図書館司書 24・28
古屋　光昭 山梨県富士・東部教育事務所

地域教育支援スタッフ主幹
11

分田　順子 本学比較文化学科教員 05・08

別宮　有紀子 本学初等教育学科教員 27
別符　沙都樹 国文学科1年・国文学科2年・

国文学科 3年
23・24・26

堀　綾乃 本学初等教育学科 3年 14
堀内　さやか 社会学科1年 10
堀内　美紀子 忍野小学校 20
堀江　祐香 本学初等教育学科 3年 14
袰岩　亜紀 本学職員 28
本田　深雪 本学社会学科 3年・本学社

会学科 4年
02・07

本田　祐士 本学職員 24・25
本間　由未子 本学初等教育学科 4年 14

前川　保 社会学科　環境・コミュニ
ティ創造専攻 3年

17

前川　未来 英文学科3年 24
前澤　志依 国文学科1年・国文学科3年・

国文学科 4年
18・23・24・
25

前田　昭彦 本学社会学科教員 05・15
前田　佳南美 本学初等教育学科 3年 14
前田　恵子 本学初等教育学科 3年・本

学研究生
08・09・13

前原　融 本学社会学科環境・コミュ
ニティ創造専攻 3年

16

牧田　秀昭 福井市至民中学校教諭、福井
大学教職大学院客員准教授

15

益子　邦子 都留市在住 14
増永　弦 京都府の小学 5年生 14
松岡　勇気 本学初等教育学科 2年 16
松島　瞳 初等教育学科 3年 27
松土　清 本学英文学科特任教授 25
松野　公紀 社会学科現代社会専攻 2年 17
松本　孝巳 都留文科大学生活協同組合・

「下宿問題」小委員会担当理事
07

氏　名 所　　　属 掲載号 氏　名 所　　　属 掲載号

42



著　者　一　覧

三浦　宏介 本学社会学科卒業生 08
三浦　淳 市内公立中学校教諭 28
三浦　悠 初等教育学科 3年・初等教

育学科 4年
26・27

水谷　衣里 本学社会学科卒業。東京都
立大学大学院。地域交流研
究センター・プロジェクト
アシスタント

05

御園生　ゆかり 初等教育学科 4年 27
湊　秋作 ヤマネミュージアム館長、

関西学院大学教授
18

源　春風 国文学科 1年 25
三村　隆仁 初等教育学科 3年 18
宮城　三里 初等教育学科 4年 18
宮崎　ここり 初等教育学科 1年・初等教

育学科 4年
13・18

宮崎　高虎　 本学社会学科 2年・本学社
会学科環境・コミュニティ
創造専攻 3年

14・17

宮澤　勇気 本学初等教育学科 1年 16
宮下　ひかる 比較文化学科 2年 25
宮下　凌瑚 国文学科2年 23
宮野　裕太 英文学科4年 26
宮原　弓 1991年に初等教育学科に入

学　現在広島県に在住
16

ミュージアム都留 01・0304合
併号（写真）

村上　彩 初等教育学科 4年 18
村上　憲司 禾生第一小学校教諭 10
村山　華子 初等教育学科 3年 22

持田　睦乃 社会学科環境・コミュニティ
創造専攻 4年

23

望月　彩乃 大学合唱団団長・初等教育
学科 3年

28

望月　育代 東桂中学校教諭 06（写真）
望月　理子 教員 16
望月　恵 社会学科環境・コミュニティ

創造専攻 2年
20

森　博俊 本学初等教育学科教員・本
学教員　障害児教育・セン
ター次長・地域交流研究セ
ンター長

01・02・
0304合併号・
10

森　由己 高齢者・障害者介護ヘルパー 10
森嶋　美子 都留市社会福祉協議会地域

福祉活動コーディネーター・
社会福祉法人都留市社会福
祉協議会福祉活動専門員

0304合併号・
15・19・25

森本　晋也 本学社会学科第一期卒業生、
一関市教育委員会

21

森屋　雅幸 都留市教育委員会　学びの
まちづくり課　文化振興担
当・都留市教育委員会　生
涯学習課　文化振興担当

22・23・24・
25・26・27・
28

矢ケ崎　奈美 本学社会学科 4年 08
保原　樹 本学社会学科卒業生 05（写真）
八瀬　尾麻美 初等教育学科 3年 27
柳　映志 初等教育学科 4年 27
梁島　一恵 元都留文科大学児童文化研

究部員・現在 1才８ヶ月の
子どもの母

10

矢羽　正子 国際ソロプチミスト―芙蓉・
国際ソロプチミスト山梨―
芙蓉広報委員会

07・18

山内　翔太 本学社会学科 3年 14
山内　利奈 社会学科環境コミュニティ

創造専攻 2年
28

山岸　良 環境・コミュニティ創造専
攻 1年

15

山口　周 本学比較文化学科 4年 15
山口　紗絵子 本学初等教育学科 3年 14
山口　博史 本学ＣＯＣ推進機構教員 27・28
山口　美奈子 初等教育学科 4年 28
山崎 比較文化学科 3年 21
山崎　瞳 初等教育学科 3年 18
山﨑　陽子 初等教育学科 4年 27
山崎　亘 本学国文学科 4年 05
山下　詠子 本学非常勤講師・東京大学 15
山下　大輝 環境・コミュニティ創造専

攻 1年
15

山城　理乃 本学初等教育学科 3年 14
山田　育与 社会学科　環境・コミュニ

ティ創造専攻 3年
17

山田　尚悟 本学社会学科 2年 14
山名　花苗 社会学科環境・コミュニティ

創造専攻 1年
22

山本　絵理菜 社会学科1年 13
山本　健慈 和歌山大学学長 25
山本　安夫 本学図書館館長・物理学者、

本学名誉教授
0304合併号・
21

山本　由樹恵 社会学科1年 13
山本　芳美 本学比較文化学科教員 10
山森　美穂 本学初等教育学科教員 16・18・21・

24・26・28

横井　佐智子 本学社会学科卒業生 01
横澤　佳奈 社会学科1年 13
横田　尚子 2008年度卒業生 23
横森　隆 本学初等教育学科本学初等

教育学科 3年・専攻科
16・20

吉岡　沙代 初等教育学科 3年 27
吉川　徹 多津衛民芸館長・ＮＰＯ法

人未来工房もちづき理事長
27

吉住　典子 本学初等教育学科教員・本
学名誉教授

17・21・24

吉田　耕平 社会学科環境・コミュニティ
創造専攻 4年

25

吉田　　悟 指揮者、神奈川フィルハー
モニー管弦楽団

11

氏　名 所　　　属 掲載号 氏　名 所　　　属 掲載号

著　者　一　覧

三浦　宏介 本学社会学科卒業生 08
三浦　淳 市内公立中学校教諭 28
三浦　悠 初等教育学科 3年・初等教

育学科 4年
26・27

水谷　衣里 本学社会学科卒業。東京都
立大学大学院。地域交流研
究センター・プロジェクト
アシスタント

05

御園生　ゆかり 初等教育学科 4年 27
湊　秋作 ヤマネミュージアム館長、

関西学院大学教授
18

源　春風 国文学科 1年 25
三村　隆仁 初等教育学科 3年 18
宮城　三里 初等教育学科 4年 18
宮崎　ここり 初等教育学科 1年・初等教

育学科 4年
13・18

宮崎　高虎　 本学社会学科 2年・本学社
会学科環境・コミュニティ
創造専攻 3年

14・17

宮澤　勇気 本学初等教育学科 1年 16
宮下　ひかる 比較文化学科 2年 25
宮下　凌瑚 国文学科2年 23
宮野　裕太 英文学科4年 26
宮原　弓 1991年に初等教育学科に入

学　現在広島県に在住
16

ミュージアム都留 01・0304合
併号（写真）

村上　彩 初等教育学科 4年 18
村上　憲司 禾生第一小学校教諭 10
村山　華子 初等教育学科 3年 22

持田　睦乃 社会学科環境・コミュニティ
創造専攻 4年

23

望月　彩乃 大学合唱団団長・初等教育
学科 3年
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望月　育代 東桂中学校教諭 06（写真）
望月　理子 教員 16
望月　恵 社会学科環境・コミュニティ

創造専攻 2年
20

森　博俊 本学初等教育学科教員・本
学教員　障害児教育・セン
ター次長・地域交流研究セ
ンター長

01・02・
0304合併号・
10

森　由己 高齢者・障害者介護ヘルパー 10
森嶋　美子 都留市社会福祉協議会地域

福祉活動コーディネーター・
社会福祉法人都留市社会福
祉協議会福祉活動専門員

0304合併号・
15・19・25

森本　晋也 本学社会学科第一期卒業生、
一関市教育委員会

21

森屋　雅幸 都留市教育委員会　学びの
まちづくり課　文化振興担
当・都留市教育委員会　生
涯学習課　文化振興担当

22・23・24・
25・26・27・
28

矢ケ崎　奈美 本学社会学科 4年 08
保原　樹 本学社会学科卒業生 05（写真）
八瀬　尾麻美 初等教育学科 3年 27
柳　映志 初等教育学科 4年 27
梁島　一恵 元都留文科大学児童文化研

究部員・現在 1才８ヶ月の
子どもの母

10

矢羽　正子 国際ソロプチミスト―芙蓉・
国際ソロプチミスト山梨―
芙蓉広報委員会

07・18

山内　翔太 本学社会学科 3年 14
山内　利奈 社会学科環境コミュニティ

創造専攻 2年
28

山岸　良 環境・コミュニティ創造専
攻 1年

15
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山口　博史 本学ＣＯＣ推進機構教員 27・28
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山﨑　陽子 初等教育学科 4年 27
山崎　亘 本学国文学科 4年 05
山下　詠子 本学非常勤講師・東京大学 15
山下　大輝 環境・コミュニティ創造専

攻 1年
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山城　理乃 本学初等教育学科 3年 14
山田　育与 社会学科　環境・コミュニ

ティ創造専攻 3年
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山田　尚悟 本学社会学科 2年 14
山名　花苗 社会学科環境・コミュニティ

創造専攻 1年
22

山本　絵理菜 社会学科1年 13
山本　健慈 和歌山大学学長 25
山本　安夫 本学図書館館長・物理学者、

本学名誉教授
0304合併号・
21

山本　由樹恵 社会学科1年 13
山本　芳美 本学比較文化学科教員 10
山森　美穂 本学初等教育学科教員 16・18・21・

24・26・28

横井　佐智子 本学社会学科卒業生 01
横澤　佳奈 社会学科1年 13
横田　尚子 2008年度卒業生 23
横森　隆 本学初等教育学科本学初等

教育学科 3年・専攻科
16・20

吉岡　沙代 初等教育学科 3年 27
吉川　徹 多津衛民芸館長・ＮＰＯ法

人未来工房もちづき理事長
27

吉住　典子 本学初等教育学科教員・本
学名誉教授

17・21・24

吉田　耕平 社会学科環境・コミュニティ
創造専攻 4年

25

吉田　　悟 指揮者、神奈川フィルハー
モニー管弦楽団

11
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著　者　一　覧

吉田　晴彦 本学英文学科卒業生・神奈
川県の高校教諭

07

吉野　大地 都留文科大学社会学科環境・
コミュニティ創造専攻 3年

21

與畑　幸徳 本学初等教育学科 4年 16
依藤　道夫 本学英文学科教員 11

若尾　奈津美 英文学科1年 25
湧坂　知晶 社会学科 20
分部　勝規 富士吉田市教育研修所 20
和田　明子 本学名誉教授 09
渡辺　愛 本学文学研究科国文学専攻1年 16
渡邉　和子 放課後子どもプランコー

ディネーター
22

渡邉　功資 都留市立都留第二中学校 18
渡辺　豊博 都留文科大学社会学科環境・

コミュニティ創造専攻教員・
NPO法人グランドワーク三
島事務局長

15・21・22

渡邊　英子 富士吉田市明見小学校教諭 16
渡辺　ふく代 東桂保育園保育士 10
渡辺　史江 東桂小学校教諭、SAT担当 10・14
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センター通信特集一覧

号 特集タイトル（冊子タイトル）

01 号 特集：地域交流研究センターの出発
02号 特集：ムササビの住むキャンパス―フィールド・ミュージアムの夢

0304合併号 特集 1：地域に根ざす教育の創造へ
特集 2：甲斐の文化の香り

05号 特集 1：地域活動とそれを支える人びと
特集 2：まちづくりの活動と大学

06号 特集：「つる子どもまつり」の歴史に学ぶ

07号 特集 1：学生・留学生たちの居住生活
特集 2：卒業論文・修士論文にみる地域研究

08号 特集：フィールド・ミュージアム「自然とともに働いた歴史に学ぶ」
09号 特集：地域で働き人をつなぐ

10号 特集 1：「地域に根ざす」ことと「世界に向き合う」こと
特集 2：動き出した都留市における学生アシスタント・ティーチャー（SAT）活動

11号 特集 1：地域の自然にかかわる思いを記す　フィールド・ミュージアムの担い手たち
特集 2：「まち」こそ文化の交流の舞台　市立図書館・博物館・公民館との地域交流

12号 特集：人と自然をつなぐ
13号 特集：山・里・町をつなぐ実践的環境教育への取組―現代GP―

14号
特集 1：地域を基盤とした教師養成教育モデルの開発 SAT（学生アシスタントティーチャー）プログラムの取り

組み―特色GP―
特集 2：フィールド・ミュージアムの展開と「現代GP」（山・里・町をつなぐ実践的環境教育への取り組み）

15号 特集：自然を生かし地域をつくる―環境・コミュニティー創造専攻（社会学科）がひらくフィールド―
16号 特集：フィールド・ミュージアムと暮らし・教育の思想　大田堯先生と共にする都留フィールド・ミュージアム

17号 特集 1：地域の学校にかかわり教育と研究を問い直す―その実践と思想―
特集 2：あらたな交流を生むシートン生誕 150周年記念「大哺乳類展」―国立科学博物館（東京・上野）

18号 特集 1：都留フィールド・ミュージアムの到達を確認し第二ステージを見通す
特集 2：都留フィールド・ミュージアムの歴史と思想を探る

19号 特集 1：学生ボランティア活動の息吹と展開
特集 2：農と山林に向かう

20号 特集：地域・故郷を思う―東日本大震災と私たち―

21号 特集 1：自然との出会いに心を向け暮らしの伝統を見つめ直す
特集 2：地域・故郷を思う―東日本大震災と私たち―（続編）

22号 特集 1：子ども・学校が地域交流を支え促す
特集 2：地域・故郷を思う―東日本大震災と私たち―（その 3）

23号 特集：観察し、聞き取り、表現する―私たち自身の心を働かせること―

24号
特集 1：大学と地域をミュージアムとして市民と共有する
特集 2：地域・故郷を思う―東日本大震災と私たち―（その 5）
特集 3：出会いを生み喜びを引き出す公開講座

25号
特集 1：動き始めた「都留市まちづくり交流センター」
特集 2：9年目を迎えた地域交流研究センターの講義科目「地域交流」
特集 3：南都留地域教育フォーラムと美術教室

26号 地域交流研究センターの一年を振り返る
27号 地域交流にかかわる実践と思想を深め、新たな一歩を踏み出す
28号 領域をこえた地域交流の実践を創る

 （註：26号以降は特集を設けていないため、各号の全体のタイトルを記した）
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トピックスtopix 地域交流研究センターでは本年度も多彩な活動をしてきました。その
なかから、地域教育相談室による第一回公開講座の様子を紹介します。

　次期学習指導要領では「主体的・対話的で深い学び」
が大きなテーマとして盛り込まれています。このテーマ
に向けた研究や学習会を取り上げ、実践している学校も
多くあります。そのような中、6月上旬、鹿嶋真弓先生が、
主体的・対話的で深い学びにつながる「子どもが主役の
授業づくり」の仕掛けを紹介してくださいました。会場
には、学生さんのほか、地域の小中学校、高校に勤務す
る教職員、さらには遠方からの教職員の方々も多くいて、
本講座の関心の高さを改めて感じました。
　本講座ではわずかな時間で、かつアプローチの視点を
少し変えるだけで主体的で対話的な学びにつながるヒン
トを教えていただきました。
　その一つとして、体験を通して考えることが楽しくな
るウォーミングアップが紹介されました。それは「ひら
めき体験教室」というものでした。発想力と思考力を問
う「なぞ」解きに少人数グループで挑戦するもので、学
生さんや教職員を含めたグループで「なぞ」解きに挑戦
していきました。「なぞ」が解けるたびに大きな歓声が
上がり、いつのまにか会場中の参加者が「なぞ」解きに
夢中になっていました。鹿嶋先生は「仲間とかかわりな
がら脳をフル活用し、なぞを解いていく喜びや達成感を
味わうことができる、考え続ける、考え抜く楽しさを体
感できる、間違いを恐れず試行錯誤することを体験でき

る。」と話されました。このことは、他者との協働によ
る対話的な学び、課題発見・解決を念頭に置いた深い学
び、ふり返りを次につなげる主体的な学びとなり、学習
指導要領で示されている「主体的・対話的で深い学び」
に共通する視点でありました。教育現場でもひらめき体
験を導入することによって、教科の授業でも同じ体験が
できるヒントを教えていただきましたので、積極的に取
り入れ、子どもたちのやる気を出す授業づくりをめざし
ていきたいという思いを強くしました。
　まさに本講座では、少人数グループの共同作業で喜び
合い励まし合いが自然に起こり、対話的な活動につなが
ることについて体験を通して学ぶことができました。学
校現場の喫緊の課題を取り上げていただき､ 明日からの
実践につながる内容で大変ありがたく思いました。あり
がとうございました。

（かなもり　けいこ・大月市立大月東小学校）

　平成 29年 6月 2日 ( 金 ) に、高知大学附属教育総合実践センター准教授の鹿嶋真弓先生（博士・カウンセ
リング科学）を講師にお迎えして第１回公開講座を開催いたしました。「子どもが主役の授業づくり～主体的・
対話的で深い学びにつなぐ仕掛け～」というテーマは関心が高く、学生 51名、教育関係者及び一般 31名、
合計 82名の方が集まり、研究者でもあり実践者でもある鹿嶋先生の参加型の講演に熱心に聴き入っていまし
た。その参加者の中から２名の方に感想を書いていただきました。

地域教育相談室・第 1回公開講座
子どもが主役の授業づくり

～主体的・対話的で深い学びにつなぐ仕掛け～

子どものやる気を出す授業づくりを目指して
■金森恵子
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授業づくり」の仕掛けを紹介してくださいました。会場
には、学生さんのほか、地域の小中学校、高校に勤務す
る教職員、さらには遠方からの教職員の方々も多くいて、
本講座の関心の高さを改めて感じました。
　本講座ではわずかな時間で、かつアプローチの視点を
少し変えるだけで主体的で対話的な学びにつながるヒン
トを教えていただきました。
　その一つとして、体験を通して考えることが楽しくな
るウォーミングアップが紹介されました。それは「ひら
めき体験教室」というものでした。発想力と思考力を問
う「なぞ」解きに少人数グループで挑戦するもので、学
生さんや教職員を含めたグループで「なぞ」解きに挑戦
していきました。「なぞ」が解けるたびに大きな歓声が
上がり、いつのまにか会場中の参加者が「なぞ」解きに
夢中になっていました。鹿嶋先生は「仲間とかかわりな
がら脳をフル活用し、なぞを解いていく喜びや達成感を
味わうことができる、考え続ける、考え抜く楽しさを体
感できる、間違いを恐れず試行錯誤することを体験でき

る。」と話されました。このことは、他者との協働によ
る対話的な学び、課題発見・解決を念頭に置いた深い学
び、ふり返りを次につなげる主体的な学びとなり、学習
指導要領で示されている「主体的・対話的で深い学び」
に共通する視点でありました。教育現場でもひらめき体
験を導入することによって、教科の授業でも同じ体験が
できるヒントを教えていただきましたので、積極的に取
り入れ、子どもたちのやる気を出す授業づくりをめざし
ていきたいという思いを強くしました。
　まさに本講座では、少人数グループの共同作業で喜び
合い励まし合いが自然に起こり、対話的な活動につなが
ることについて体験を通して学ぶことができました。学
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　学力を培っていく中で最も大切なのは、学習者自身の学
習意欲といっても過言ではありません。教員を目指す学生
も、どうすれば子どもたちの学ぶ意欲を掻き立てる授業を
実践することができるのか、を一つのテーマにしながら学
んでいます。今回の講演会では、鹿嶋先生から、そんな疑
問に対する重要なヒントを教えていただきました。
　教育関係の講義を受けていると、「教員は教えすぎて
しまう」という言葉を何度も耳にします。教員が子ども
たちを指導する際に、ついついヒントを出しすぎてしま
うのです。私自身、もしも自分が教える立場になったと
き、子どもたちに理解してほしい一心で、口出ししすぎ
てしまうような気がします。
　しかし、お話の中で鹿嶋先生は、このことこそが子ど
もたちから気づきを奪ってしまう行為だとおっしゃいま
した。確かに、子どもたちにたくさんのヒントを与える
ことで、問いに正解すれば、教員も、子どもたちも満足
します。しかし、これは子どもたちの疑問や気づきを奪
い、作業をとめてしまうことになりかねないはたらきか
けになります。もちろん、その場限りの達成感はもたら
されますが、もっと学びたい、という子どもの意欲を掻
き立てるまでには至らないでしょう。では、どうすれば
よいのか。鹿嶋先生は「子どもたちの不思議の種となる
ような、思考の深まる問いかけをし、教員は待つこと」

が大事であるとお話ししてくださいました。教員は多く
を語らず、子どもたちが興味を抱かずにはいられないよ
うな謎を投げかけることで、子どもたち自身から「な
ぜ」「どうして」という更なる疑問を引き出し、考えさ
せる……。確かに、自分の力で問いを生み出せば、子ど
もたちの「もっと知りたい！」という思いは高まります
し、問題にも最後まで納得をもって取り組むことができ
ます。教員の対応の工夫一つによって、活発で能動的な
学びが可能になることを知り、目から鱗が落ちる思いで
した。
　今回の講演会で、たくさんの貴重なお話を聞かせてい
ただきましたが、その全てから「学ぶ子どもの力を信じる」
という先生の強く、熱い思いが感じられました。今回の
お話を胸に、私自身が子どもたちの不思議の種を咲かせ
る人間になれるよう、学び続けていきたいと思います。

（とみだ　さおり・国文学科３年）

子どもたちの学びの意欲を高めるために
■富田早織

　学力を培っていく中で最も大切なのは、学習者自身の学
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も、どうすれば子どもたちの学ぶ意欲を掻き立てる授業を
実践することができるのか、を一つのテーマにしながら学
んでいます。今回の講演会では、鹿嶋先生から、そんな疑
問に対する重要なヒントを教えていただきました。
　教育関係の講義を受けていると、「教員は教えすぎて
しまう」という言葉を何度も耳にします。教員が子ども
たちを指導する際に、ついついヒントを出しすぎてしま
うのです。私自身、もしも自分が教える立場になったと
き、子どもたちに理解してほしい一心で、口出ししすぎ
てしまうような気がします。
　しかし、お話の中で鹿嶋先生は、このことこそが子ど
もたちから気づきを奪ってしまう行為だとおっしゃいま
した。確かに、子どもたちにたくさんのヒントを与える
ことで、問いに正解すれば、教員も、子どもたちも満足
します。しかし、これは子どもたちの疑問や気づきを奪
い、作業をとめてしまうことになりかねないはたらきか
けになります。もちろん、その場限りの達成感はもたら
されますが、もっと学びたい、という子どもの意欲を掻
き立てるまでには至らないでしょう。では、どうすれば
よいのか。鹿嶋先生は「子どもたちの不思議の種となる
ような、思考の深まる問いかけをし、教員は待つこと」

が大事であるとお話ししてくださいました。教員は多く
を語らず、子どもたちが興味を抱かずにはいられないよ
うな謎を投げかけることで、子どもたち自身から「な
ぜ」「どうして」という更なる疑問を引き出し、考えさ
せる……。確かに、自分の力で問いを生み出せば、子ど
もたちの「もっと知りたい！」という思いは高まります
し、問題にも最後まで納得をもって取り組むことができ
ます。教員の対応の工夫一つによって、活発で能動的な
学びが可能になることを知り、目から鱗が落ちる思いで
した。
　今回の講演会で、たくさんの貴重なお話を聞かせてい
ただきましたが、その全てから「学ぶ子どもの力を信じる」
という先生の強く、熱い思いが感じられました。今回の
お話を胸に、私自身が子どもたちの不思議の種を咲かせ
る人間になれるよう、学び続けていきたいと思います。

（とみだ　さおり・国文学科３年）

子どもたちの学びの意欲を高めるために
■富田早織
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●●編集後記●●

　地域交流研究センターは、地域との共同的な研究・教育や連携・協力した活動を進めるため
の本学の拠点として 2003 年に創設され、今日に至っています。この間、大学の様々な資源
を活用しながら地域と向き合い、地域に根ざした地道な活動を推進してきました。センター発
足当時から一貫して変わらない役割は、広い視野と長い目で見て大学と地域交流のあり方を考
えてゆくことです。そのためには時間をかけて地域の人々と関わったり、暮らしや環境への理
解を深めながら継続的に交流を進めることが大切です。
　『地域交流センター通信』は、このセンターの地道な 15年の歩みの云わば、伝承者です。
都留市をはじめ大学周辺地域にセンターの活動内容を広く発信し、読者に本学をより身近に感
じて頂く大切な役割を担ってきました。センター長に就任して間もない私にセンターがこれま
で築き上げてきたことをそっと教えてくれたのが、機関誌『地域交流センター通信』でした。
　読み応えがあって、毎号保存版に値する質の高い記事を支えてきたのは、地域に直接赴き、
現場に身をおいて考える先人の教えに負うところがあることを改めて学びました。
　本学が今春より 2学部・6学科体制となるのを機に、センターではこれまで蓄積してきた
地域の情報や人間関係を支えにして、本学の多様な学科構成を横断的にかつ幅広い領域を扱い
ながら新たな第一歩を踏み出したいと考えております。それに伴い、『地域交流センター通信』
は本号をもって最終号となります。毎号楽しみにされていた皆様には大変感謝しております。
　今後はその使命を本学のホームページなどと連携しながら、新たな形で発信し、皆さまによ
り親しんで頂けるものをご提供してゆきたいと考えております。
　最後に、ご多忙の中、執筆・編集作業に携わって頂いた北垣憲仁先生をはじめ、原稿依頼に
快く応えてくださった教職員の皆さま、関係各位に心からお礼申し上げます。

（地域交流研究センター長　竹下勝雄）

絵・成瀬洋平（本学卒業生）


